
第 3 2 条の３ の２  少量危険物を 屋内において貯蔵し 、 又は取り 扱う 場所の位置、 構造及び設備の技術

上の基準は、 次のと おり と する 。（ ほ）  

⑴ 壁、 柱、 床及び天井は、 不燃材料で造ら れ、 又は覆われたも のであ る こ と 。（ ほ）  

⑵ 窓及び出入口には、 防火戸を 設ける こ と 。（ に）（ ほ）  

⑶ 液状の危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 場所の床は、 危険物が浸透し ない構造と する と と も に、 適

当な傾斜を つけ、 かつ、 貯留設備を 設ける こ と 。（ ほ）（ ま ）  

⑷ 架台を 設ける 場合は、 架台は不燃材料で造る と と も に、 堅固な床に固定する こ と 。（ ほ）  

⑸ 危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う ために必要な採光、 照明及び換気の設備を 設ける こ と 。（ ほ）  

⑹ 可燃性の蒸気又は可燃性の微粉が滞留する おそれのある 場合は、その蒸気又は微粉を 屋外の高所

に排出する 設備を 設ける こ と 。（ ほ）  

 

【 解説】  

 本条は、 少量危険物を 屋内で貯蔵し 、 又は取り 扱う 場合の、 位置、 構造及び設備の技術上の基準を 定

めたも のである 。（ 図 3 2 の３ の２ －１ 参照）  

 

図 3 2 の３ の２ －１  屋内の少量危険物施設の例 

 

 

１  第１ 号 

少量危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 建築物（ 室） の壁、 柱、 床及び天井（ 天井のない場合は、 はり

又は屋根） は、 不燃材料で造ら れている か、 又は覆われている こ と を 規定し ている 。  

壁等が木造の場合は、 不燃材料で被覆（ 室の内部だけでよ い） する 必要がある 。  

 

２  第２ 号 

  窓及び出入口にガラ ス を 用いる 場合は、 網入ガラ ス と する こ と 。  
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３  第３ 号 

床面の構造については、 第 3 2 条の３ 第２ 項第２ 号の解説を 参照のこ と 。  

 

４  第４ 号 

屋外において架台を 用いて危険物を 貯蔵する 場合は高さ の制限があ る （ 第 3 2 条の３ 第１ 項） が、

屋内における 場合は制限がない。  

 

５  第５ 号 

十分な照度が確保さ れている 場合は、 採光、 照明設備のいずれでも よ い。 ただし 、 夜間の取り 扱い

作業が行われる 場合は、 照明設備を 必要と する 。  

  換気設備については、 第 3 2 条の２ 第１ 項第３ 号の解説を 参照する こ と 。  

 

６  第６ 号 

本号は、 前号が少量危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 場合の換気についての一般的な規定である のに

対し 、 可燃性の蒸気又は可燃性の微粉が滞留する おそれのある 場合について、 こ れら の蒸気又は微粉

を 屋外の高所に強制的に排出する 設備を 設ける こ と を 、 特別に規定し ている 。 こ の場合、 蒸気等を 排

出する 場所については、 火気使用設備の有無等を 十分考慮し なければなら ない。  

  「 可燃性の蒸気又は・ ・ ・ おそれのある 場合」 と は、 次の場合を いう 。  

 ⑴ 引火点が 4 0 度未満の危険物を 貯蔵し 、又は取り 扱う 場合( 使用量が微量で火災予防上支障のない

場合を 除く 。 )  

 ⑵ 引火点が 4 0 度以上の危険物であっ ても 、 当該危険物を その引火点以上の温度で貯蔵し 、 又は取

り 扱う 場合 

 ⑶ 可燃性微粉が滞留する おそれがある 場合 

 「 排出する 設備」 と は、 強制的な排出設備を いう 。 なお、 排出は屋外の地上２ メ ート ル以上の高

所と する こ と 。（ 図 3 2 の３ の２ －2 参照）  

 

図 3 2 の３ の２ －２  強制排出設備の例 

自動強制排出設備の例 強制排出設備 
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